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空き缶固定用板（２枚）

空き缶がうまく固定
できるように切る

*板の厚さは全て約1cm

　　　釣り糸
（長さ20cmぐらい）
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木製ピストンの中心に
瞬間接着剤で釣り糸を
接着する

丸く切った
バルサ材を
重ねて、木
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で接着する

切る

ゴム風船

1.5cm

0.5cm

このように両面
テープでボール
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針などを使って
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（大きくなりす
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割りばし
（２本作る）

クランクシャフト

コンロッド ここにコンロッドを取り付けて
針金を曲げる

コンロッド

ダイヤフラム

画びょう 下から画びょうで
取り付ける

釘または
木ネジ

木製ピストン

クリップを曲げて
釣り糸を結ぶ
（軽く動くことを
確認する）

模型スターリングエンジン
を作ろう

　スターリングエンジンを知っていま
すか。スターリングエンジンはあらゆ
る熱源に対応できる熱機関です。今回
はロウソクの炎で回る空き缶スターリ
ングエンジンを紹介します。
　このエンジンは空き缶やゴム風船な
どの簡単に手に入れることができる材
料を使っています。

・準備する材料
木材（厚さ10mm）、バルサ
材（厚さ10mm）、針金（直
径1.5mm）、釣り糸、ゴム風
船、割りばし、画びょう、
クリップ、粘土、空き缶
（200ml）、ボール紙、ロウ
ソク、釘または木ネジ
・必要な工具
ペンチ、ハサミ、ノコギ
リ、キリ、木工用ボンド、
瞬間接着剤、両面テープ、
機械油

①空き缶スターリングエンジン

②木材を切り出す ③木製ピストンを作る ④ダイヤフラムを作る ⑤コンロッド、クランクシャフトを作る

⑥ダイヤフラムを組み立てる ⑦フレームを組み立てる ⑧木製ピストンを組み立てる ⑨空き缶を取り付ける

　完成したら空き缶の下面をロウソ
クであぶってみましょう。しばらく
して十分に暖まったら手でおもりを
回してみて下さい。コトンコトンと
回り始めましたか。
　模型スターリングエンジンを回す
コツは中の空気が外に漏れないよう
にすること、そして駆動部分に引っ
かかりがないことです。もし回らな
いときはこの２つの点を見直してみ
て下さい。ゴム風船の中心の穴から
空気が漏れていませんか。木製ピス
トンと空き缶シリンダとがぶつかっ
ていませんか。

クランクシャ
フトの１端を
曲げておもり
をつける

輪ゴムで
とめる

上面を切
り取った
空き缶を
しっかり
と固定す
る

完成!!

空気の漏れをとめる
ためにダイヤフラム
の穴に釣り糸に機械
油を１滴たらす

* 空き缶スターリングエンジンは（社）日本設計工学会「教材用スターリングエンジンの実用化に関する調査研究分科会」において土田三郎先生（埼玉県立春日部工業高等学校）が提案されたものです。

スターリングエンジンはどのように回っているの？

①空気の性質

�空き缶にゴム風船をつけてみましょう（図１）。そ
して、空き缶を暖めるとゴムは膨らみ（図２）、冷や
すとゴムは縮みます（図３）。これは、空気が暖めら
れると、図２の矢印で示すように、空気の圧力がゴム
風船に働くためです。

②ディスプレーサピストンとは

�次に、空き缶の中に、空き缶よりも
やや小さめのピストンを入れてみま
しょう（図４）。このピストンは、空
き缶の中の空気を、上下に移動させる
働きをします。そして、空き缶の下を
暖めて、上の部分を冷やしてみます。
十分に温度差がついてから、ピストン
を上下に動かしてみます。ピストンを
上に動かしたとき、暖かい空気が多く
なるので、図２と同じように、ゴムが
膨らみます（図５）。逆に、ピストン
をしたに動かしたとき、冷たい空気が多くなるので、図３と同じように、ゴムは縮み
ます
�スターリングエンジンにおいて、このように空気を移動させて圧力の変化を作り出
すピストンのことを、ディスプレーサピストンと呼んでいます。
�

③クランク機構（回転運動と往復運動）

　空気の性質とディスプレーサピストンの働きがわかり
ましたか。これらはスターリングエンジンがどのように
動いているのかを理解するために、とても重要です。
�まず、図４に示したピストンと折り曲げた針金とを糸
でつなぎます（図６）。針金をまわすと、ピストンは上
下に動きます。これをクランク機構と言います。

④パワーピストン（ゴムの働き）

�このゴムの動きを利用
して、針金をまわすよう
にしたのがスターリング
エンジンです。ゴムと針
金とを棒でつないでみま
しょう。このとき、ゴム
が膨らむときの力、ある
いは縮むときの力が、針
金をまわす方向にならな
ければいけません。つま
り、ピストンが一番上に
あるときに、ゴムの膨ら
む力が針金をまわす力に
なるようにするので、
ちょうどピストンと直角
の位置で針金を曲げてお
く必要があります（図
８）。このような角度で
針金とつなぐことで、ゴ
ムが縮むときの力も針金
をまわす力になります
（図９）。
�

⑤フライホイル（スムーズな回転のために）

�これだけでは、まだまわりません。このままの状態でまわしてみると、ゴムは
膨らんだままになるか、あるいは縮んだままになるでしょう。連続してスムーズ
にまわるようにするためには、針金に回転するおもりをつける必要があります。
それがフライホイルです。
�　普通のフライホイルは、丸い形をしています（図10）。しかし、ここでは簡
単に作るために、針金
のはしを曲げて、その
先におもりをつけてみ
ます（図11）。このお
もりはフライホイルの
働きをするのと同時
に、ピストンのおもさ
と釣り合わせるような
働きをします。ですか
ら、ピストンと反対の
位置につける必要があ
ります。
�
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図１　空き缶とゴム風船 
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図２  空気が暖められると 図３　空気が冷やされると
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図10　丸い形のフライホイル
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図11　簡単なフライホイル
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図４　ディスプレーサピストン
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図８　ゴムの力
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図９　回るための力

�先ほどと同じように、空き缶の下
を暖めて、上の部分を冷やしてみま
しょう。針金を手でまわすと、ピス
トンは上下に動き、ゴムが膨らんだ
り、縮んだりします（図７）。�
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